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スクリーンにぶら下がったり、物を掛けたりしない 

本体またはスクリーンの破損の原因になり、危険も伴います。

スクリーンを無理に引き出さない

本体または機構が破損したり、スクリーン生地が脱落する原因になります。

この表示の欄は、死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容を

示しています。

この表示の欄は、傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能

性が想定される内容を示しています。

安 全 上 の ご 注 意

安全のために、必ずお守りください。

本説明書ではお使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために、必ず

お守りいただくことを次のように説明しています。

■ 表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区

分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。(下記は絵表示の

一例です。)

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容を示しています。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容を示しています。

分解や修理・改造をしない 

火災・感電の原因になります。 ● 修理は、取扱店または当社までご相談ください。

組立ておよび設置は必ず専門技術者が2人以上で行う

1人での作業や不慣れな組立て・設置は、思わぬけがを負うことや、本機が落下する恐

れがあります。 

設置場所の強度確認の上、質量に耐える場所に設置する 

長期使用を考慮し、強度不足の場合は必ず補強をしてください。

思わぬけがを負うことや、本機が落下する恐れがあります。

異常時や本体に水が入った場合は、運転を中止する

異常な音や臭いがする場合等動作に異常がある時や、本体に水が入った場合は、すぐ

STOP ボタンを押して使用を中止してください。そのまま使用すると火災や故障の原因

となります。中止後は、取扱店または当社に相談してください。 

分 解 禁 止
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作業時はヘルメットの着用、高所では安全帯を使用する 

スクリーン面はていねいに扱ってください 

スクリーン表面は特殊な加工が施されています。汚れや傷がつきますと映写効果

を損なうことがありますので、手で触れたり、固いものでこすったり引っかいたり

しないでください。 

表面のホコリは、乾いた柔らかい布で軽くふくか、柔らかいブラシで払って 

ください。 

水で湿らせた布やベンジン、シンナーなど薬品類は使用しないでください。 

スクリーンに鋭利な刃物、尖った金属等を近づけない 

破損の原因になります。

吊荷の下には入らないこと 

■ 取り扱い上の不備、または天災等による事故・損傷について当社は責任を負いません。
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(4)マイクロスイッチの微調整を行います。 

巻上がった状態のスクリーンを少し下降さ 

せてから再度上昇させて(3)で設定した位置 

で停止するか確認してください。 

所定の位置と合わない場合は、微調整ネジ 

で調整します。 

停止位置が上がりすぎた場合は、微調整ネジ 

を時計方向に回転させ、マイクロスイッチを 

押込み（早く止まる）、上限位置を下げます。 

(5)所定の位置で止まるまで、(4)を繰り返して調整します。 

(6)調整終了後にロックナットを締めて微調整ねじを固定します。 

(7)再度スクリーンを操作して、所定の位置に停止することを確認してください。 

【 リミット調整の方法 】 

１．上限（UP）側リミット調整 

(1)ロックナットを緩めて微調整ネジが手で 

回転できる状態にします。微調整ネジを 

時計回りに回転させてマイクロスイッチ 

を動かし、ローラーに近づけておきます。 

(2)操作スイッチでスクリーンを上昇させ、 

上限位置の直前で停止させます。 

(3)リミッターカムの位置決めをします。 

カムツマミを引きながら回転させ、リミ 

ッターカムをローラーに当て、マイクロ 

スイッチを押す直前のギヤにリミッター 

カムをセットします。 

※マイクロスイッチが押されるとき、 

カチッと音がするので、良く聞いて 

判断してください。 

上限位置を上げる場合 

上限位置を下げる場合 

①カムツマミを引きながら回転

させ、③ローラーに当て、⑥マ

イクロスイッチが「カチッ」と

音がする直前にセットします 

スクリーンを少し下げてから再

度上昇させ、(3)の位置で停止す

るか確認してください。 

合わない場合は、⑤微調整ネジで

調整します。 

上限が上がりすぎた場合は、ネジ

を時計方向に締め込み、早く停止

させます。 

 ④ロックナットを緩めます 

（反時計方向に、⑤微調整ネジが 

 手で回せる程度）。 

⑤微調整ネジを時計方向に回し 

 ⑥マイクロスイッチを③ローラー

  に近づけておく。 

上昇
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⑦ スクリーンしわ取り調整                              

スクリーンのしわは、基本的には下図の軸受②③の取付ボルトのナットの高さで調整を行い

ます。 

しわの状態がＶ字の時は、取付ボルトのナットを回して軸受②③を持ち上げて調整します。 

逆Ｖ字の時は、同様に軸受②③を引き下げて調整を行ってください。 

ただし極端に軸受②③を上下させると部品が破損する恐れがありますので、調整幅はレベル

出しされたローラー軸を基準に±3mm範囲内で行って下さい。 

調整後は、取付ボルトのナットを締めて、軸受②③を固定してください。 

※しわ取り調整を行っても、スクリーンのしわが解消されない場合は、取付用ボックスか 

ブドウ棚の設置面が水平か、リレーベースとモーターベースが同一平面上に取り付けされて 

いるかを確認してください。 

⑧ ボルト類の増締め、確認

各部調整後、各ベース取付ボルト・ナット、軸受部ホロセットねじ等、増締めを行ない、 

しっかりと固定されていることを確認してください。 

※各ベースは、仮固定ねじのみの設置は、製品脱落の危険性がある為、絶対に行わないで 

ください。必ず設置用ボルトを本締めし、固定してください。 

しわが逆V字のとき

軸受② 軸受③ 

引き下げる 引き下げる

※軸受②と③取付ボルトのナットを締め込む方向に回して、

スクリーンの軸を持ち上げます。 
※軸受②と③取付ボルトのナットを緩める方向に回して、

スクリーンの軸を引き下げます。 

しわがV字のとき

軸受② 軸受③ 

持ち上げる 持ち上げ



EB21709(I) 13

製造販売元 

連絡先：株式会社オーエス テクニカルサポートセンター 
〒557-0063 大阪市西成区南津守6-5-53 

TEL：0120-465-040 FAX：0120-380-496 

（受付時間：平日9：00～17：50 ※土日祝祭日を除く） 

E-mail : info@os-worldwide.com


